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価
は
甲
乙
と
も
に
10
円
と
さ

れ
た
。
甲
乙
表
の
選
択
は
申

請
制
と
さ
れ
、
１
９
５
９
年

に
二
重
価
格
制
度
が
成
立
し
、

１
９
９
４
年
の
一
本
化
ま
で

続
い
た
。

　
１
９
６
３
年
９
月
、
診
療

報
酬
の
地
域
差
は
撤
廃
さ
れ

た
。
当
時
の
保
険
局
長
は「
医

療
機
関
の
都
市
集
中
の
是
正
」

を
理
由
の
一
つ
に
挙
げ
た
が
、

一
方
で
「
地
域
差
撤
廃
後
も

都
市
と
農
村
の
診
療
内
容
格

る
た
め
の
応
急
措
置
と
し
て

導
入
さ
れ
た
。
軍
需
物
資
生

産
に
従
事
す
る
都
市
部
労
働

者
の
確
保
が
求
め
ら
れ
、
生

活
費
の
高
騰
に
対
応
す
る
た

め
、
診
療
報
酬
の
調
整
が
行

わ
れ
た
。

　
１
９
４
８
年
に
丙
地
が
乙

地
に
編
入
さ
れ
た
が
、
地
域

別
診
療
報
酬
は
終
戦
後
も
継

続
さ
れ
た
。
そ
の
理
由
は
物

価
の
違
い
で
は
な
く
、
主
に

国
民
健
康
保
険（
以
下
、国
保
）

の
保
険
者
の
財
政
負
担
能
力

の
低
下
だ
っ
た
。
診
療
報
酬

の
標
準
単
価
が
示
さ
れ
た
も

の
の
、
国
保
の
実
行
単
価
は

各
都
道
府
県
の
実
情
に
応
じ

て
決
定
さ
れ
て
い
た
。

　
１
９
５
８
年
に
は
地
域
差

の
縮
小
を
目
的
と
し
、
新
た

な
診
療
報
酬
点
数
表
（
甲
乙

表
）
が
告
示
さ
れ
、
１
点
単

差
は
依
然
と
し
て
残
る
」
と

の
指
摘
も
あ
っ
た
。

　
２
０
２
４
年
建
議
の
提
案

で
は
、
都
市
部
の
医
療
機
関

集
中
を
抑
制
し
、
地
方
へ
の

移
動
を
促
進
す
る
た
め
に
、

都
市
部
の
点
数
単
価
引
き
下

げ
の
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
財
務
省
は
医
師
の
地
域
偏

在
対
策
と
し
て
提
唱
し
て
い

る
が
、
本
質
的
に
は
診
療
報

酬
の
引
き
下
げ
策
で
あ
る
。

高
額
な
医
薬
品
の
認
可
な
ど

に
よ
り
、
保
険
者
の
財
政
も

ひ
っ
迫
し
て
い
る
。

　
確
か
に
都
市
部
は
地
方
に

比
べ
て
生
活
費
が
高
い
が
、

生
活
環
境
は
良
く
、
医
療
の

Ｉ
Ｔ
化
も
進
ん
で
い
る
。
交

通
網
の
発
達
や
５
Ｇ
の
通
信

技
術
向
上
に
よ
る
医
療
の
リ

モ
ー
ト
化
が
進
み
、
医
療
機

関
の
都
市
集
中
は
加
速
し
て

い
る
。
診
療
圏
と
生
活
圏
を

別
に
す
る
傾
向
も
強
ま
り
、

遠
距
離
通
勤
す
る
医
師
・
歯

科
医
師
も
増
え
て
い
る
。

　
人
口
減
少
に
よ
り
、
地
域

の
医
療
機
関
再
編
が
進
み
つ

つ
あ
り
、
医
療
機
関
の
再
整

備
に
関
す
る
議
論
も
始
ま
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況

下
で
、
よ
り
問
題
を
複
雑
化

さ
せ
る
診
療
報
酬
の
地
域
差

は
導
入
す
べ
き
で
は
な
い
。

　
　
　

◇　

◇　

◇

　
今
回
、
地
域
偏
在
対
策
と

し
て
の
強
い
法
的
規
制
の
導

入
は
見
送
ら
れ
た
が
、
重
点

的
な
支
援
が
必
要
な
区
域
を

設
定
し
、
支
援
を
行
う
方
針

が
示
さ
れ
た
。
そ
の
財
源
は

２
０
２
６
年
の
診
療
報
酬
改

定
で
調
整
さ
れ
る
予
定
だ
と

い
う
。

　
今
後
の
協
議
内
容
を
注
視

す
る
必
要
が
あ
る
。
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「
将
来
世
代
の
負
担
を
減
ら

す
た
め
」「
持
続
可
能
な
社
会

保
障
制
度
の
た
め
」。
言
い
尽

く
さ
れ
た
常
套
句
で
、
国
民

は
度
重
な
る
負
担
増
に
耐
え

て
き
た
。
ま
た
、
社
会
保
障

費
が
国
の
財
政
を
悪
化
さ
せ

る
と
の
レ
ッ
テ
ル
貼
り
で
、

医
療
機
関
は
長
年
の
低
診
療

報
酬
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
る

▼
今
回
は
「
現
役
世
代
の
保

険
料
負
担
を
抑
制
す
る
観
点
」

か
ら
高
額
療
養
費
制
度
の
上

限
引
き
上
げ
が
検
討
さ
れ
た
。

政
府
は
患
者
の
自
己
負
担
増

と
受
診
控
え
を
含
め
、
１
９

５
０
億
円
の
医
療
費
削
減
が

見
込
ま
れ
る
と
し
た
▼
本
制

度
の
利
用
は
が
ん
や
リ
ウ
マ

チ
患
者
な
ど
に
多
く
、
今
も

高
額
な
医
療
費
の
自
己
負
担

と
闘
い
な
が
ら
生
活
し
て
い

る
。
保
団
連
の
調
査
で
は
、

引
き
上
げ
で
患
者
の
４
割
が

治
療
中
断
を
検
討
し
て
お
り
、

そ
れ
は
命
の
切
り
捨
て
に
等

し
い
▼
全
国
各
地
で
の
「
財

務
省
解
体
デ
モ
」
は
、
繰
り

返
さ
れ
る
国
民
負
担
増
に
対

す
る
怒
り
の
表
れ
か
。
財
務

官
僚
に
と
っ
て
「
増
税
は
栄

転
、
減
税
は
左
遷
」
と
い
う

噂
も
あ
な
が
ち
都
市
伝
説
と

は
言
い
切
れ
な
い
。
国
民
世

論
の
高
ま
り
や
与
党
議
員
の

反
対
も
あ
り
、
今
年
度
の
上

限
引
き
上
げ
は
凍
結
と
な
っ

た
。
各
政
党
の
政
策
を
し
っ

か
り
見
極
め
、
今
年
７
月
の

参
議
院
選
挙
で
は
民
意
を
示

し
た
い
。
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主な目次

歯
科
保
険
診
療
研
究

●
政
策
部
Ｗ
Ｅ
Ｂ
セ
ミ
ナ
ー

●
札
幌
支
部
・
石
狩
支
部
共
催
行
事

講
演
要
旨
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

に
つ
い
て
知
ろ
う

…
面
２

●
共
済
案
内

●
…
面
３

●
…
面
４

●
会
員
訪
問

読
後
感

●

差
は
依
然
と
し
て
残
る
」
と

の
指
摘
も
あ
っ
た
。

　
２
０
２
４
年
建
議
の
提
案

で
は
、
都
市
部
の
医
療
機
関

集
中
を
抑
制
し
、
地
方
へ
の

移
動
を
促
進
す
る
た
め
に
、

2025年（令和7年

歯
科
保
険
診
療
研
究

●
…
面
４

●
会
員
訪
問

ど
う
な
る
地
域
別
診
療
報
酬

２
０
２
４
年
建
議
の
影
響
は

下
が
る
問
題
が
発
生
し
た
。

こ
の
た
め
、
１
９
３
６
年
か

ら
都
道
府
県
按
分
方
式
を
改

め
、
全
国
統
一
の
１
点
単
価

制
へ
移
行
し
、
１
９
４
１
年

頃
に
よ
う
や
く
単
価
が
固
定

さ
れ
た
。

　
第
２
次
大
戦
末
期
の
１
９

４
４
年
５
月
に
診
療
報
酬
の

地
域
別
単
価
が
甲
地
（
当
時

の
６
大
都
市
で
あ
る
東
京
都

区
部
、
横
浜
市
、
名
古
屋
市
、

京
都
市
、
大
阪
市
、
神
戸
市
）

は
26
銭
、
乙
地
（
県
庁
所
在

地
や
人
口
11
万
以
上
の
市
）

は
23
銭
、
丙
地
（
そ
れ
以
外

の
市
町
村
）
は
20
銭
に
設
定

さ
れ
た
。

　
こ
の
制
度
は
、
戦
時
体
制

下
で
の
物
価
上
昇
に
対
応
す

　
昭
和
初
期
の
健
康
保
険
制

度
で
は
、
診
療
所
の
診
療
報

酬
は
政
府
と
日
本
医
師
会
の

団
体
契
約
に
基
づ
き
「
概
算

一
括
払
方
式
」「
人
頭
割
請
負

方
式
」
で
支
払
わ
れ
て
い
た
。

こ
の
方
式
で
は
、
総
額
が
都

道
府
県
医
師
会
ご
と
に
配
分

さ
れ
、
さ
ら
に
各
保
険
医
の

診
療
報
酬
点
数
に
応
じ
て
按

分
さ
れ
る
仕
組
み
だ
っ
た
。

そ
の
結
果
、
都
道
府
県
ご
と

に
１
点
単
価
が
異
な
っ
て
い

た
。
　
し
か
し
、
医
療
技
術
の
進

歩
に
よ
り
、
新
た
な
診
療
行

為
が
追
加
さ
れ
、
次
第
に
診

療
報
酬
点
数
が
増
加
す
る
と
、

総
額
が
制
限
さ
れ
て
い
る
た

め
、
１
点
あ
た
り
の
単
価
が

（
Ｔ
Ｈ
）

診
療
報
酬
制
度

　
　
　
　
　

の
経
過

　

２
０
２
５
年
の
財
政
制
度
等
審
議
会
に
向
け
、
２
０
２
４
年

の
「
建
議
」
で
示
さ
れ
た
医
師
偏
在
対
策
の
議
論
が
整
理
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
建
議
で
は
「
医
師
過
剰
地
域
」
の
診
療

所
の
診
療
報
酬
引
き
下
げ
と
地
域
別
単
価
の
導
入
が
提
案
さ
れ

た
。
今
後
の
診
療
報
酬
改
定
で
調
整
予
定
で
あ
り
、
議
論
が
注

目
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
過
去
の
地
域
別
診
療
報
酬
の
経
緯
を

振
り
返
り
、
建
議
の
提
案
の
背
景
と
課
題
を
探
る
。

地
域
別
診
療
報
酬
導
入
の

理
由
と
そ
の
後
の
経
過

地
域
差
の
議
論

問
題
点

歯科書籍案内

指導対策テキスト
カルテ記載を中心とした

　第10版が発行された2021年
２月以降の診療報酬改定の内容を
ふまえ、掲載資料などを更新した
最新版です。
　保険診療の基礎知識から日常
診療におけるカルテ記載、審査・指
導、監査の仕組み等を詳しく掲載
しています。
　ワンポイント解説やカルテ・各
種様式の記載例等をより充実さ
せ、わかりやすく解説しています。
　参考資料としてご活用ください。

改定第11版（Ａ4版　266頁）
特別価格 2,000円（税込・送料別）

※QRを読み込むと申込ページにアクセスできます

待望の最新版

ホームページから
お申し込みいただけます。 

団体定期保険（グループ保険）
手ごろな保険料でいざというときにしっかり保障

・

・

・
・

断然安い保険料で最高6,000
万円まで加入できます
毎年決算を行い、剰余金が生じ
たときには配当金としてお支払
いします（過去5年平均約31％）
面倒な医師の診査は不要
配偶者・お子様のセット加入あり

随時
募集
3カ月後
1日加入

保険医休業保障共済保険
掛金が満期の75歳まで上がりません！

・
・

・

・

・

最長730日の長期保障！
入院はもちろん、自宅療養でも、
代診をおいても給付
500日以内なら再発や後遺症に
何度でも給付
3年以上の加入で脱退時に給付
金を給付
所得補償保険等との重複受給OK

保険医年金
老後保障から教育費まで自在性に富んだ年金制度

・

・

予定利率1.202％（2025年1月
1日現在）でお積立。受託生命保
険会社の運用実績に応じて追加
配当あり
急な資金需要のために一部解約
や掛金払込中断が可能で使いや
すい制度

受付期間

まで
5/25

8月1日
加入

受付期間

まで
6/25

9月1日
加入

※短期のご利用では積立金が掛金を下回ります

春の募集受付開始！
　今年も春の共済募集キャンペーンが始まりました。下記の
制度は医師・歯科医師の生活を守るためにつくられ、多くの先生
から好評をいただいています。この機会にぜひご検討下さい！
（ＱＲから資料請求いただけます）



段
階
で
未
熟
で
あ
る
子
ど
も

や
若
者
が
、
大
人
に
代
わ
っ

て
家
族
を
精
神
的
に
支
え
る

こ
と
は
、
大
き
な
負
担
に
な

り
得
る
と
容
易
に
想
像
で
き

る
。

は
１
ク
ラ
ス
に
１
〜
２
名
い

る
計
算
と
な
る
。

　
「
介
護
」
と
い
う
も
の
は
家

庭
ご
と
に
全
く
異
な
り
、
家

庭
環
境
や
家
族
の
状
態
（
病

気
や
障
が
い
の
種
類
な
ど
）

も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

状
態
に
あ
る
子
ど
も
た
ち
の

負
担
感
や
困
難
さ
も
個
々
で

大
き
く
異
な
る
。

　
一
方
で
、
共
通
し
て
言
え

る
の
は
「
身
体
的
ケ
ア
（
食

事
介
助
や
排
泄
介
助
、
歩
行

介
助
な
ど
）」
以
上
に
「
精
神

的
ケ
ア
（
家
族
の
話
を
傾
聴

す
る
、
気
持
ち
が
落
ち
着
く

よ
う
支
え
る
）」
の
負
担
が
大

き
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
身

体
的
に
も
精
神
的
に
も
成
長

定
義
で
は
、
30
歳
未
満
の
若

者
が
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。

　
全
国
的
な
統
計
で
は
、
小

学
生
で
は
15
人
に
１
人
、
中

学
生
で
は
17
人
に
１
人
、
高

校
生
で
は
24
人
に
１
人
、
大

学
生
で
は
16
人
に
１
人
い
る

と
さ
れ
て
お
り
、
感
覚
的
に

気
や
障
が
い
、
介
護
状
態
な

ど
、
い
わ
ゆ
る
ケ
ア
が
必
要

な
状
態
の
家
族
を
お
世
話
し
、

支
え
て
い
る
若
者
た
ち
の
こ

と
を
指
す
。
現
在
の
日
本
の

　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
い
う

言
葉
が
、
こ
こ
１
〜
２
年
の

間
で
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で

多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は
、
病
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北
海
道
で
は
２
０
２
２
年

４
月
に
北
海
道
ケ
ア
ラ
ー
支

援
条
例
が
施
行
さ
れ
、
同
時

に
唯
一
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

支
援
に
特
化
し
た
公
的
な
相

談
窓
口
と
し
て
「
北
海
道
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
相
談
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
ヤ
ン

サ
ポ
）」
が
設
置
さ
れ
た
。

　
ヤ
ン
サ
ポ
へ
の
相
談
件
数

は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
１

年
目
は
約
50
件
、
２
年
目
は

約
１
０
０
件
、
３
年
目
で
あ

る
昨
年
度
も
１
０
０
件
を
超

え
て
い
る
。
相
談
の
傾
向
と

し
て
は
、
１
年
目
は
大
人
か

ら
の
相
談
が
非
常
に
多
く
、

民
生
委
員
、
教
員
、
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
等
か
ら
匿
名
で

「
私
の
ま
わ
り
に
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
ら
し
き
子
が
い
る
が
、

ど
の
よ
う
に
接
し
、
ど
の
よ

う
に
関
わ
る
べ
き
か
」
と
い

っ
た
内
容
が
中
心
だ
っ
た
。

　
２
年
目
、
３
年
目
に
な
る

と
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
本
人

か
ら
の
相
談
が
増
え
「
困
っ

て
い
る
」「
話
を
聞
い
て
ほ
し

い
」
と
い
っ
た
声
が
直
接
寄

せ
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く

な
っ
た
。
相
談
の
媒
体
と
し

て
は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
Ｅ
メ
ー
ル
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
手
紙
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
ツ
ー
ル
か
ら
相

談
で
き
る
体
制
に
な
っ
て
い

る
が
、
圧
倒
的
に
電
話
で
の

相
談
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。

　

相
談
の
具
体
的
な
内
容
と

し
て
は
、
現
在
の
ケ
ア
の
状

況
を
整
理
で
き
て
お
ら
ず
、

「
何
か
ら
相
談
し
た
ら
い
い
の

か
」「
何
を
相
談
す
べ
き
な
の

か
」「
そ
も
そ
も
相
談
す
べ
き

こ
と
な
の
か
」
な
ど
、
迷
い

な
が
ら
も
、
ス
マ
ホ
を
手
に

電
話
を
か
け
て
く
る
子
ど
も

や
若
者
が
多
い
。

　
支
援
の
入
口
と
し
て
重
要

な
の
は
、
ま
ず
信
頼
関
係
を

築
く
こ
と
。「
こ
の
人
は
話
を

聞
い
て
く
れ
る
」「
こ
の
人
な

ら
何
で
も
話
せ
る
か
も
し
れ

な
い
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る

こ
と
が
、
支
援
の
分
か
れ
目

と
な
る
。
信
頼
関
係
が
な
い

ま
ま
踏
み
込
み
「
困
っ
て
い

る
な
ら
聞
く
よ
」「
遠
慮
し
な

い
で
話
し
て
ご
ら
ん
」と
い
っ

た
切
り
口
で
接
す
る
と
、
一

気
に
支
援
の
入
口
は
狭
く
な

り
、
か
え
っ
て
心
を
閉
ざ
し

て
し
ま
う
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　
関
係
構
築
を
じ
っ
く
り
と

進
め
な
が
ら
、
固
く
閉
ざ
さ

れ
た
心
を
少
し
ず
つ
溶
か
し

て
い
く
。
そ
の
先
に
、
家
族

の
ケ
ア
の
話
を
す
る
と
い
う

問
題
の
本
質
が
見
え
て
く
る
。

家
庭
の
話
を
す
る
こ
と
自
体

が
非
常
に
デ
リ
ケ
ー
ト
で
あ

り
、
さ
ら
に
ケ
ア
に
関
す
る

話
と
な
る
と
、
一
層
慎
重
な

配
慮
が
求
め
ら
れ
る
。
支
援

者
は
そ
の
点
を
肝
に
銘
じ
る

必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
子
ど
も
や
若
者
に

寄
り
添
い
、
相
談
に
乗
る
こ

と
と
並
行
し
て
、
支
援
を
進

め
る
た
め
に
は
「
関
係
機
関

と
繋
が
る
」
こ
と
が
欠
か
せ

な
い
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、

「
繋
げ
る
」
の
で
は
な
く
「
繋

が
る
」
と
い
う
姿
勢
で
あ
る
。

「
繋
げ
る
」
は
支
援
を
他
の
機

関
に
委
ね
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
を

含
む
た
め
「
繋
が
る
」
と
い

う
言
葉
が
適
当
か
と
思
わ
れ

る
。
子
ど
も
や
若
者
た
ち
と

自
身
の
関
わ
り
や
関
係
性
も

維
持
し
つ
つ
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
支
援
に
関
す
る
機
関
や

行
政
と
現
況
を
共
有
す
る
と

い
う
動
き
が
大
切
と
な
っ
て

く
る
。

　
現
在
、
北
海
道
で
は
、
繋

が
る
機
関
と
し
て
行
政
（
市

町
村
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
窓

口
）、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
振
興
局
単

位
で
８
カ
所
に
設
置
）、
そ
し

て
ヤ
ン
サ
ポ
が
挙
げ
ら
れ
る
。

現
況
を
共
有
し
、
子
ど
も
や

若
者
の
心
身
の
動
き
を
見
守

り
な
が
ら
、
今
後
の
支
援
の

方
向
性
な
ど
を
検
討
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
そ
の
先
の
支
援

に
つ
い
て
、
北
海
道
に
お
い

て
は
、
家
事
支
援
サ
ー
ビ
ス

を
中
心
と
し
た
ヘ
ル
パ
ー
支

援
事
業
が
36
市
町
村
で
展
開

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
た
め
、
申
請
が

必
要
と
な
り
、
役
所
の
窓
口

で
事
情
を
説
明
し
て
申
請
し
、

承
認
さ
れ
た
場
合
、
自
宅
で

家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
等
を
受

け
ら
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て

い
る
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
こ

の
ほ
か
に
も
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ

ー
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
、

学
習
支
援
や
食
の
支
援
な
ど

が
設
置
さ
れ
る
こ
と
が
、
支

援
の
幅
も
広
が
っ
て
く
る
と

思
わ
れ
る
が
、
現
状
で
は
上

記
の
家
事
支
援
サ
ー
ビ
ス
の

み
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
支
援
の
際
に
１
番
の
壁
と

な
る
の
が
、
家
族
（
保
護
者
）

の
理
解
で
あ
る
。
子
ど
も
や

若
者
が
支
援
を
求
め
て
も
、

最
終
的
な
判
断
を
下
す
の
は
、

家
庭
の
責
任
者
で
あ
る
保
護

者
と
な
る
こ
と
が
多
い
。
保

護
者
の
理
解
が
得
ら
れ
な
け

れ
ば
、
支
援
に
つ
な
が
ら
な

い
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。

そ
の
た
め
、
支
援
の
必
要
性

や
サ
ー
ビ
ス
介
入
の
意
義
を

保
護
者
に
十
分
理
解
し
て
も

ら
い
、
納
得
を
得
る
こ
と
が

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

　
支
援
を
進
め
る
う
え
で
は
、

子
ど
も
や
若
者
だ
け
で
な
く
、

家
族
全
体
を
巻
き
込
み
な
が

ら
、
理
解
と
信
頼
を
築
い
て

い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

支
援
者
の
間
で
よ
く
「
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
は
家
族
ま

る
ご
と
支
援
」
と
言
わ
れ
る

の
は
、
こ
の
よ
う
な
背
景
が

あ
る
た
め
で
あ
る
。

　
　
　
　
◇
◇
◇

　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
を

整
理
す
る
と
、
ま
ず
は
周
囲

の
大
人
が「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

が
い
る
か
も
し
れ
な
い
」
と

意
識
し
、
気
づ
く
こ
と
が
出

発
点
と
な
る
。
そ
し
て
、
信

頼
関
係
を
築
く
た
め
に
時
間

を
か
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
家
庭
の
ケ
ア
に
つ
い
て

相
談
が
寄
せ
ら
れ
た
際
に
は
、

本
人
の
意
向
を
尊
重
し
、「
支

援
が
必
要
か
」「
見
守
り
で
よ

い
の
か
」
な
ど
を
関
係
者
間

で
慎
重
に
見
極
め
た
う
え
で
、

適
切
な
支
援
や
サ
ー
ビ
ス
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
気
づ
い
た
ら
即
座
に
支

援
へ
と
結
び
つ
け
る
、
と
い

う
単
純
な
流
れ
に
し
な
い
よ

う
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　
同
時
に
、
子
ど
も
や
若
者

の
権
利
（
子
ど
も
の
権
利
）

を
尊
重
し
、
そ
の
意
向
を
反

映
さ
せ
な
が
ら
支
援
を
進
め

る
こ
と
が
、ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

支
援
の
基
盤
と
な
る
。
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
の
子
ど
も
た
ち

が
「
こ
の
人
な
ら
話
せ
る
か

も
し
れ
な
い
」
と
思
え
る
よ

う
な
大
人
で
い
ら
れ
る
よ
う
、

日
頃
か
ら
子
ど
も
や
若
者
と

関
わ
り
、
心
を
向
け
る
姿
勢

が
求
め
ら
れ
る
。

　
こ
う
し
た
大
人
が
増
え
て

い
く
こ
と
が
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
支
援
を
推
進
す
る
上
で

の
一
番
の
近
道
で
あ
る
。
今

後
、日
本
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

支
援
の
カ
ギ
は
、
子
ど
も
た

ち
に
寄
り
添
う
「
大
人
の
在

り
方
」
に
あ
る
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。 

　
開
業
す
る
あ
る
い
は
新
し

い
職
場
に
勤
務
す
る
と
、

様
々
な
ス
ト
レ
ス
な
ど
に
よ

り
、
思
わ
ぬ
病
気
に
見
舞
わ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

ん
な
万
が
一
に
備
え
る
た
め

に
、「
保
険
医
休
業
共
済
保

険
」
へ
の
加
入
を
お
勧
め
し

ま
す
。
こ
の
保
険
で
は
、
35

歳
開
業
医
の
場
合
、
月
額
２

万
２
４
０
０
円（
８
口
加
入
）

の
掛
金
で
30
日
間
の
入
院
時

に
１
９
２
万
円
の
給
付
が
受

け
ら
れ
、
代
診
や
他
の
所
得

補
償
保
険
に
加
入
し
て
い
て

も
給
付
対
象
と
な
り
ま
す
。

ク
ラ
ス
の
約
１
兆
３
０
０
０

億
円
の
保
有
額
を
誇
り
、
複

数
の
生
命
保
険
会
社
に
リ
ス

ク
分
散
さ
れ
て
い
る
た
め
、

投
資
な
ど
と
異
な
り
大
き
な

変
動
が
少
な
い
の
が
特
徴
で

す
。
２
０
２
５
年
１
月
１
日

現
在
の
予
定
利
率
は
１
・
２

０
２
％
で
、
安
定
し
た
運
用

が
見
込
ま
れ
ま
す
。
日
々
の

積
立
に
加
え
、
年
２
回
の
一

時
払
に
よ
る
積
立
も
選
択
可

能
で
、加
入
は
満
74
歳
ま
で
、

増
口
は
満
79
歳
ま
で
可
能
で

す
。
　
こ
れ
ら
は
、
将
来
の
不
安

を
軽
減
し
、
安
心
し
て
日
々

の
業
務
に
専
念
す
る
た
め
の

支
え
と
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
ご
自
身
と
ご
家
族

の
た
め
に
、
ご
加
入
や
増
口

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
勤
務
医
の
場
合
は
月

額
８
４
０
０
円（
３
口
加
入
）

で
、
同
じ
く
30
日
間
の
入
院

で
72
万
円
が
給
付
さ
れ
ま

す
。
こ
の
保
険
は
75
歳
満
期

ま
で
、
通
院
の
有
無
に
関
わ

ら
ず
累
計
５
０
０
日
ま
で
保

障
さ
れ
、
長
期
療
養
と
な
っ

た
場
合
で
も
最
大
２
３
０
日

ま
で
延
長
可
能
で
す
（
こ
の

期
間
は
給
付
額
が
減
額
さ
れ

ま
す
）。
掛
け
捨
て
で
は
な

く
、
脱
退
時
に
は
約
２
割
程

度
の
脱
退
給
付
金
が
支
払
わ

れ
、
掛
金
は
加
入
時
の
ま
ま

変
わ
ら
な
い
た
め
、
若
い
う

ち
の
加
入
が
経
済
的
に
も
有

利
で
す
。
既
に
加
入
さ
れ
て

い
る
先
生
方
に
は
、
保
障
額

を
増
や
す
増
口
も
お
勧
め
し

て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
予
期
せ
ぬ
事
態

に
備
え
る「
グ
ル
ー
プ
保
険
」

も
ご
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
保

険
は
35
歳
で
加
入
し
た
場

合
、
６
０
０
０
万
円
の
保
障

に
対
し
て
男
性
は
月
額
５
７

０
０
円
、
女
性
は
月
額
３
６

６
０
円
（
平
均
寿
命
の
差
に

よ
る
）
と
、
手
ご
ろ
な
保
険

料
で
加
入
で
き
ま
す
。ま
た
、

過
去
５
年
間
の
平
均
配
当
率

は
31
％
と
高
く
、
配
偶
者
は

３
０
０
０
万
円
ま
で
、
子
ど

も
は
３
０
０
万
円
の
セ
ッ
ト

加
入
も
可
能
で
す
。
法
人
加

入
の
場
合
は
、
原
則
と
し
て

全
額
損
金
算
入
が
可
能
で
、

若
い
年
齢
で
の
加
入
が
お
勧

め
で
す
。

　
最
後
に
、
老
後
の
安
心
を

支
え
る
「
保
険
医
年
金
」
を

ご
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
年
金

制
度
は
、
私
的
年
金
ト
ッ
プ

共済部長 菅野　保

北海道ヤングケアラー
相談サポートセンター長

加藤 高一郎 氏 

若い年齢での加入を
　　　　お勧めします

共
済
案
内

　

本
稿
で
は
、
２
月
１
日
に
開
催
し
た
よ
ろ
ず
ト
ー
ク
「
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
知
ろ
う
」
の
講
師
、加
藤
高
一
郎
氏
（
北

海
道
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
相
談
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
長
）
に
よ
る

講
演
要
旨
を
掲
載
す
る
。
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
定
義
と
現
状
、

北
海
道
に
お
け
る
支
援
の
取
り
組
み
、
家
族
や
社
会
全
体
で
支

え
る
重
要
性
に
つ
い
て
詳
し
く
紹
介
す
る
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は
？

 　
　
　
　
　
　

  
そ
の
定
義
と
現
状

北
海
道
に
お
け
る
支
援
の
取
り
組
み

支
援
の
カ
ギ
は
家
族
の
理
解

講演要旨

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
知
ろ
う
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ャ
ッ
プ
＝
期
待
外
れ
」
が
イ

ラ
イ
ラ
や
怒
り
の
原
点
と
な

る
。
　
日
本
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
協
会
は
、
ア
ン
ガ
ー
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
「
怒
り
の
感

情
で
後
悔
し
な
い
こ
と
」
と

定
義
し
て
い
る
。

　
「
怒
ら
な
い
こ
と
」
を
目
指

す
の
で
は
な
く
、
怒
る
必
要

が
あ
る
こ
と
は
上
手
に
怒
り

「
問
題
の
あ
る
怒
り
」
か
ら
生

じ
る
パ
ワ
ハ
ラ
等
を
防
ぐ
た

め
に
、
感
情
や
行
動
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
必
要
が
あ
る

と
し
て
い
る
。

　
こ
の
本
を
読
む
べ
き
心
当

た
り
の
あ
る
人
が
た
く
さ
ん

い
る
と
思
っ
た
。

　
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

は
元
々
、
軽
犯
罪
者
や
Ｄ
Ｖ

（
家
庭
内
暴
力
）
加
害
者
の
怒

り
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
目
的

と
し
た
心
理
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

手
法
と
し
て
始
ま
っ
た
。

　
怒
り
の
原
因
を
考
え
る
キ

ー
ワ
ー
ド
は
「
べ
き
」
と
い

う
言
葉
で
「
核
と
な
る
信
念

（
コ
ア
ビ
リ
ー
フ
）」
が
自
分

に
と
っ
て
都
合
の
良
い
理
想

的
な
展
開
を
期
待
す
る
も
そ

れ
が
裏
切
ら
れ
た
こ
と
、
す

な
わ
ち
「
理
想
と
現
実
の
ギ

大 

浦 

裕 

之 

著

日 

経 

Ｂ 

Ｐ

（
Ｋ
・
Ｈ
）

経
験
を
活
か
し
、
内
科
・
精

神
科
・
整
形
外
科
、
そ
し
て

緩
和
ケ
ア
の
患
者
さ
ん
を
診

て
い
ま
す
。心
エ
コ
ー
の
後
、

長
谷
川
式
の
検
査
を
受
け

て
、
膝
の
関
節
注
射
を
し
て

帰
る
、
そ
ん
な
ク
リ
ニ
ッ
ク

で
す
。
建
物
面
積
の
半
分
以

上
が
カ
フ
ェ
と
な
っ
て
お

り
、
医
師
監
修
の
栄
養
価
に

配
慮
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
中
心

に
営
業
し
て
い
ま
す
。
患
者

さ
ん
や
家
族
は
も
ち
ろ
ん
、

一
般
の
お
客
さ
ん
も
多
く
訪

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
自
分

の
「
居
や
す
い
場
所
」
を
見

つ
け
て
長
居
し
て
い
き
ま

す
。
こ
の
居
心
地
の
良
さ
は

実
際
に
来
て
い
た
だ
い
て
体

感
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。

―
今
後
の
展
開
に
つ
い
て

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ま

だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。

医療と日常が交わる新たな居場所創り

だいだいの丘クリニック　旭川地区支部163163

略歴
　長野県諏訪市出身。1999年旭川医科大学
卒業後、整形外科医として主に骨肉腫など骨
軟部腫瘍の診断・治療に従事。2006年旭川
医科大学病院で緩和ケアチーム創設。2010
年から同大学診療副部長。2021年12月訪問
診療専門クリニック開設。2023年12月だい
だいの丘クリニック（外来部門・cafeだいだい
の丘）開業。絵本作家。医療者・介護者・福祉
者のための「ケア・カフェ®」代表など。

失
わ
れ
て
い
き
ま
す
。
医
療

者
が
患
者
さ
ん
に
深
く
関
わ

る
ほ
ど
、
か
え
っ
て
日
常
性

が
損
な
わ
れ
て
い
く
、
そ
ん

な
ジ
レ
ン
マ
に
い
つ
の
頃
か

ら
か
悩
ん
で
い
ま
し
た
。
一

念
発
起
し
て
、
寄
る
辺
の
な

さ
を
感
じ
て
い
る
人
た
ち
の

「
居
場
所
」
創
り
を
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

―
取
り
組
ん
だ
こ
と
は

　
大
学
を
辞
め
、
最
初
に
始

め
た
の
は
訪
問
診
療
で
し

た
。
家
で
過
ご
し
た
い
患
者

さ
ん
の
生
活
を
支
え
た
い
と

―
居
場
所
創
り
を
始
め
た
き
っ

　
か
け
は

　
旭
川
市
の
隣
、
旭
川
空
港

の
あ
る
東
神
楽
町
で
「
居
場

所
」
を
創
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
始
め
ま
し
た
。
長
年
、
大

学
病
院
で
緩
和
ケ
ア
に
携
わ

り
、
難
治
性
疾
患
の
患
者
さ

ん
と
向
き
合
う
中
で
、
私
の

中
に
沸
々
と
湧
い
て
き
た
思

い
が
あ
り
ま
し
た
。
大
病
や

障
害
を
抱
え
る
と
「
病
や
障

害
を
生
き
る
」
こ
と
が
日
常

と
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
れ
ま

で
の
「
日
常
を
生
き
る
」
が

考
え
ま
し
た
。
し
か
し
す
ぐ

に
「
訪
問
診
療
が
患
者
さ
ん

の
外
出
機
会
を
奪
っ
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
？
」
と
い

う
新
た
な
課
題
に
直
面
し
ま

し
た
。
月
に
１
度
の
通
院
の

帰
り
に
カ
フ
ェ
に
寄
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
人
、

通
院
の
た
び
に
コ
ン
ビ
ニ
で

の
買
い
物
を
心
待
ち
に
し
て

い
る
人
。
訪
問
診
療
は
こ
う

し
た
患
者
さ
ん
の
日
常
を
、

結
果
的
に
奪
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
や
は
り

「
居
場
所
」
創
り
を
進
め
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
約
２
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
土
地
を
取
得

し
、
ま
ず
は
カ
フ
ェ
を
併
設

し
た
外
来
棟
を
開
設
し
ま
し

た
。
２
０
２
３
年
12
月
の
こ

と
で
す
。

―
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
特
徴
は

　
外
来
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

「
だ
い
だ
い
の
丘
」
の
環
境

が
薬
と
な
り
、癒
し
と
な
る
。

そ
し
て
銘
々
が
自
分
の
「
居

場
所
」
と
な
る
よ
う
に
、
策

を
練
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
今
後
の
展
開
を
ま
た
ご

報
告
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
後
の
展
開
を
楽
し
み
に
し

　
て
い
ま
す
。（

聞
き
手
　
事
務
局
丸
岡
）

〈
主
な
協
議・検
討
事
項
〉

①
２
０
２
５
年
度
歯
科
部
事
業
に
つ
い
て

　
・ 

ス
タ
ッ
フ
セ
ミ
ナ
ー
資
料
集

　    

…
表
紙
デ
ザ
イ
ン
を
確
認
。

　
・ 

歯
科
各
種
届
出
に
係
る
研
修
会

　    

…
当
日
の
担
当
役
員
を
決
定
。

　
・ 

帯
広
・
十
勝
支
部
研
修
会

　    

…
歯
科
の
担
当
講
師
を
決
定
。

　
・ 

歯
科
市
民
集
会

　    

…
開
催
日
・
開
催
場
所
を
確
認
。

②
２
０
２
５
年
度
予
算
要
求
、活
動
方
針
、活
動
報
告

    

・  

各
案
を
確
認
し
了
承
さ
れ
た
。

③
カ
ル
テ
記
載
を
中
心
と
し
た
指
導
対
策
テ
キ
ス
ト

　
（
改
訂
第　
版
）に
つ
い
て

    

・  

販
売
価
格
を
確
認
。

④
そ
の
他

    

・  

歯
科
保
険
診
療
研
究
（
４
／
５
号
）
の
確
認
を

　

  

行
っ
た
。

第
12
回
歯
科
部
担
当
理
事
会（
３
月
12
日
）

歯
科
部
だ
よ
り

※
次
回 

２
０
２
５
年
度
第
1
回
歯
科
部
担
当
理
事
会

…
４
月
９
日（
水
）午
後
７
時

医
療
現
場
の

ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
入
門

報

札
幌
支
部
・
石
狩
支
部
共
催
行
事

告
日
帰
り
ス
キ
ー
ツ
ア
ー

今
季
最
後
の
冬
を
満
喫

第
42
回
麻
雀
大
会

優
勝
は
河
村
秀
朗
先
生
！

阿部　泰之 先生
あべ やすし

講師の川口 篤也 氏

　
参
加
者
か
ら
「
家
族
と
楽

し
い
時
間
を
過
ご
せ
た
」
な

ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、
好
評

だ
っ
た
。

　
本
会
は
３
月
１
日
「
Ａ
Ｃ

Ｐ（
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
）
―
こ
れ
ま
で

と
こ
れ
か
ら
―
」
と
題
し
て

講
演
会
を
開
催
し
た
。
講
師

に
は
函
館
陵
北
病
院
の
副
院

長
で
あ
り
、
総
合
診
療
科
科

長
の
川
口
篤
也
氏
を
招
い
た
。

　
冒
頭
、
川
口
氏
は
Ａ
Ｃ
Ｐ

に
つ
い
て
「
患
者
や
家
族
、

医
療
従
事
者
が
事
前
に
話
し

合
い
、
患
者
の
価
値
観
や
治

療
方
針
を
共
有
す
る
プ
ロ
セ

ス
で
あ
る
。
特
に
高
齢
化
が

進
む
現
代
で
は
、
終
末
期
の

ケ
ア
に
つ
い
て
事
前
に
話
し

合
う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

継
続
的
な
対
話
が
求
め
ら
れ

る
」
と
説
明
。「
Ａ
Ｃ
Ｐ
を
行

う
こ
と
で
、
患
者
の
自
己
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
感
が
高
ま
り
、

意
向
が
尊
重
さ
れ
る
こ
と
で

家
族
の
満
足
度
が
向
上
し
、

不
安
や
抑
う
つ
が
軽
減
さ
れ

る
。
ま
た
、Ａ
Ｃ
Ｐ
は
『
人
生

会
議
』
と
も
呼
ば
れ
、
患
者

自
身
が
意
思
表
示
で
き
る
か

ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
本

人
の
意
向
に
沿
っ
た
選
択
を

支
援
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ

る
」
と
述
べ
た
。

　
続
い
て
「
臨
床
倫
理
に
お

い
て
は
、
患
者
の
意
向
や
周

囲
の
状
況
を
考
慮
し
、
最
善

の
利
益
を
追
求
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
」
と
話
し
た
。

た
だ
し
「
患
者
の
意
向
は
変

化
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
過

去
の
決
断
や
現
在
の
状
況
を

踏
ま
え
、
慎
重
に
判
断
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
概
説

し
た
。

　
最
後
に
「
重
要
な
こ
と
は
、

終
末
期
の
医
療
方
針
を
決
定

す
る
こ
と
で
は
な
く
、
患
者

の
病
状
認
識
を
確
認
し
な
が

ら
、
そ
の
考
え
や
思
い
を
深

く
理
解
す
る
こ
と
。
医
療
者

は
、
現
在
の
意
思
決
定
に
焦

点
を
当
て
、
患
者
の
意
向
を

丁
寧
に
確
認
し
、
理
解
し
よ

う
と
す
る
姿
勢
を
持
つ
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
」
と
訴
え
、

講
演
を
締
め
く
く
っ
た
。

　
講
演
後
「
患
者
と
の
話
し

合
い
は
決
め
る
こ
と
を
目
的

に
し
な
い
の
か
」「
医
療
従
事

者
は
ど
の
よ
う
に
説
明
や
説

得
を
行
え
ば
よ
い
の
か
」
な

ど
多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、

Ａ
Ｃ
Ｐ
へ
の
関
心
の
強
さ
が

伺
え
た
。

　
３
月
２
日
に
「
日
帰
り
ス

キ
ー
ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
、

会
員
や
そ
の
家
族
ら
31
名
が

参
加
し
た
。

　
当
日
は
朝
早
く
か
ら
バ
ス

で
キ
ロ
ロ
リ
ゾ
ー
ト
へ
出
発
。

曇
り
空
な
が
ら
天
候
は
安
定

し
、
ス
キ
ー
を
満
喫
で
き
る

充
実
の
一
日
と
な
っ
た
。バ
ー

ン
の
状
態
は
良
く
な
か
っ
た

が
、
参
加
者
は
思
う
存
分
滑

り
を
楽
し
ん
だ
。

Ａ
Ｃ
Ｐ
―
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
―

政
策
部
Ｗ
Ｅ
Ｂ
セ
ミ
ナ
ー

　
３
月
８
日
、
札
幌
支
部
・

石
狩
支
部
共
催
の
麻
雀
大
会

を
札
幌
市
内
で
開
催
し
、
医

科
10
名
、
歯
科
５
名
の
計
15

名
が
参
加
し
た
。

　
東
北
３
回
戦
の
激
戦
を
制

し
、
河
村
秀
朗
先
生
（
札
幌

白
石
区
）
が
４
３
６
０
０
点

で
優
勝
。
半
荘
最
高
得
点
賞

は
、
１
回
戦
目
で
２
２
８
０

０
点
を
記
録
し
た
三
橋
裕
行

先
生
（
札
幌
市
手
稲
区
）
が

獲
得
し
た
。

　
大
会
終
了
後
は
懇
親
会
場

へ
移
動
し
、
表
彰
式
を
実
施
。

参
加
者
同
士
の
親
睦
を
深
め

な
が
ら
、
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
、
幕
を
閉
じ
た
。

優勝した河村 秀朗 先生

成績表（敬称略）

順　位 地区名 氏名 総点数

優　勝 白石区 河村　秀朗 43,600

準優勝 西　区 佐々木　敬一 25,000

3　位 手稲区 三橋　裕行 17,100
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同部位歯頚部に白色粗造感あり。歯磨きを
向上させフッ化物歯面塗布し再石灰化を
図ること説明し同意える。継続的な指導・管
理が必要なため管理計画書を作成する。
口腔内カラー写真撮影

お問い合わせは、北海道保険医会事務局まで。　　 Tel  011- 231- 6281 　 Fax  011- 231- 6283 　 Eメール  info＠h - hokenikai. com

医科・歯科スタッフのための

■日　時：5月10日(土)15：00～18：00
■場　所：かでる2.7大会議室
　　　　 （札幌市中央区北2条西7丁目道民活動センタービル）
■講　師：矢川　美惠子　氏
　　　　 (ANAビジネスソリューション株式会社)
■対　象：医科・歯科スタッフ（ドクターも可）
■定　員：200名（定員になり次第締め切り）
■参加費：会員の医療機関 一人 1,000円

接遇・電話対応マナー講座

北 海 道 保 険 医 新 聞 第1045号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可）2025年（令和7年）4月5日 （4）

エナメル質初期う蝕の管理について

2025 歯科各種届出に係る研修会
講　師

と　き

ところ

１部「歯科医療安全に関する研修会」
　小堀　善則　氏 （北海道保険医会 理事）
２部「歯科施設基準届出に係る研修会」
　川上　智史　氏 （北海道医療大学 予防医療科学センター長）
5月17日（土）15：00～17：30
ハイブリッド開催（オンライン・対面） 　　
・オンライン：Zoomを使用 
・対面：北海道保険医会 会議室 ※先着30名

対　象 歯科会員、歯科会員所属の医療機関職員
※1 オンラインと対面では申込方法が異なります。本会ホームページ（QRからもアクセスできます）
　   の開催要項をご確認の上、お申込ください。
※2 修了証書は条件を満たした本会歯科会員にのみ発行します。

注意事項

参加無料

　今次診療報酬改定でエナメル質初期う蝕管理料（30点）が新設され
た。施設基準の届出はなく、明日の診療からすぐにでも取り組みやすい
ものなので症例を通して解説する。

主訴 上の前歯が白くなっている。歯磨き時出血する。

23歳　男性

現症

病名 P1 Ce

月日 部位 療法・処置 点数
初診　医療情報取得加算4/5 267+1

再診　明細4/19 58＋1

再診　明細　医療情報取得加算5/10 58＋1＋1

歯管　文（文書提供　添付） 100＋10

上の前歯が白くなっている。歯磨き時出血する。

F局（エナメル質初期う蝕）フルオール・ゼリー
歯科用2%

上顎前歯部唇側歯頚部歯肉に炎症あり。
　　　はＭ０、ＢＯＰ（＋）

歯磨き時の出血は減少。歯間隣接にプラーク
あり。

歯磨き時の出血は改善。上顎前歯部歯肉は
まだ炎症あり。

歯管　文（文書提供　添付） 80＋10

歯清　DH：〇〇

歯清　DH：〇〇

72

実地指１ 80

実地指１ 80

P重防 300

部の歯磨き方法を指示。

エナメル質初期う蝕管理料（Ce管） 30

100

P基検（検査結果　略） 200

72
＋38×2

計 1,195

計 780

全顎的に歯周ポケット４ｍｍ未満。　 　　
プロービング時出血あり。P重症化予防治
療の管理計画書を作成し文書提供する。

　診断は、エナメル質表面の唇・頬・舌（口蓋）及び隣接面を清掃し、エ
アーで５秒以上乾燥させ十分な照明下にて視診を行う。疑いの場合は、
過度な負担をかけず必要に応じて歯清を行い、再度歯面を乾燥させ十
分な照明下で視診により診断する。

「エナメル質初期う蝕に関する基本的な考え方」
（2016年3月日本歯科医学会）を参照。

注１：

注２：

注３：

注４：

Ｃe管は、歯管を算定したエナメル質初期う蝕に罹患している患者に対
し、その病変の治癒または重症化予防を目的とし、患者等の同意を得
て、管理計画を作成すると共に内容を説明し、う蝕の管理をする場合に
月１回（30点）に限り算定する。
F局（エナメル質初期う蝕）100点を算定する場合、病変部位の口腔内カ
ラー写真を撮影する。写真撮影の点数は費用に含まれ算定できない。２
回目以降は、光学式う蝕検出装置によるう蝕部位測定でもよい。写真は
カルテに添付するか電子媒体に保存して管理する。光学式う蝕検出装置
を用いた場合は、初回のみ装置の名称、対象部位の測定値をカルテに
記載または添付する。
概ね３月に１回エナメル質初期う蝕の評価を行い、歯清、Ｆ局、口腔内
カラー写真撮影を行う。
２回目以降は３月に１回算定できる。

7 ～ 7
7 ～ 7 1 1

1 1　　　  歯頚部白色を呈し一部粗造。
上顎前歯部にプラーク残存し歯肉に炎症あり。

7 ～ 7
7 ～ 7

1 1

SC7 ～ 7
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注1

Ce管（管理内容　略） 301 1 注1

注2

P基検（検査結果　略） 2007 ～ 7
7 ～ 7

再診　明細6/14 58＋1

再診　明細7/19 58＋1

歯管　文（文書提供　略）

口腔内カラー写真撮影。歯頚部白色粗造感
に変化なし。今後も継続してフッ化歯面塗布
を行うこと説明する。

歯清　DH：〇〇

歯清　DH：〇〇

実地指１ 80

実地指１（指示内容　略） 80
100

Ce管（管理内容　略） 30

P処　ポケット洗浄
100＋10

歯管　文（文書提供　略） 100＋10

計 279

7 ～ 7
7 ～ 7

P処　ポケット洗浄7 ～ 7
7 ～ 7

1 1 注1

Ce管（管理内容　略） 301 1 注1

注2,3

F局（エナメル質初期う蝕）フルオール・ゼリー
歯科用2% 注4

再診　明細　医療情報取得加算8/23 58＋1＋1
歯磨き時の出血再発。歯磨きを手抜きして
いた様でまだ上顎前歯部歯肉に炎症あり。

全顎的に歯周ポケット４ｍｍ未満。 
プロービング時出血あり。Ｐ重防で継続管理
する。

歯清　DH：〇〇

実地指１ 80

P重防 300

歯管　文（文書提供　添付） 100＋10

計 379

計 780

200P基検（検査結果　略）

1 1

Ce管（管理内容　略） 301 1 注1

7 ～ 7
7 ～ 7

お申込みはこちら

詳細は
本号同封の
ちらしをご覧
ください。




